
本号では､ この４月に学院長に就任された片桐多恵

子先生が高校・大学共通テキスト 『知識のはじめ 私

たちの岐阜済美学院』 の巻頭に書いて下さった文章を

再録させていただきました｡ 全学年の皆さんに読んで

いただきたいからです｡

私たちの岐阜済美学院は樹齢１００年を迎えよ
うとしている大木です｡ 現在は幼稚園・高等学校・
短期大学・大学と畿つかの大きな枝
を伸ばしている私立学校です｡
国立や公立とちがって私立学校は､
創立者の強い信念によって創設され
ています｡ 本学院の創立者・片桐龍
子先生は熱い信仰の人でしたから､
｢神の愛に感謝し､ 自立した人間の生
き方を追及し､ 社会に貢献する人材
の養成｣ を目指されました｡ その
｢人づくり教育｣ は､ 第二次世界大戦
後､ 片桐孝先生がキリスト教主義を
教育の根底に据えることによって一
層確かなものとなり､ 今日まで脈々
と受け継がれてきました｡
そのような本学院の ｢建学の精神｣ は､ ｢神を
畏れることは知識のはじめである] という言葉に

表されています｡ この言葉の出典である旧約聖書
の聖句は ｢無知な者は知恵をも諭しをも侮る｣ と
前句と対になって続いています｡ これで分かるよ
うに､ 建学の言葉は ｢知恵や諭しに耳を傾けなさ
い｡ 深い知恵ある存在を敬うことが学びの第一歩
である｡ 真理に対して聴く耳を持って謙虚に学び
なさい｣ と言っているのです｡
実際には聴く耳を持つことは､ なかなか難しい

ことです｡ 例えば､ 樹齢千年以上
の屋久杉の幹に耳を押し当てて一
生懸命聴こうとしても､ かすかな
音しか聴こえません｡ しかし､ お
医者さんの聴診器をつけると､ はっ
きり聞こえます｡ 確実に伝わって
来る音があります｡ 根から水分を
吸い上げている音です｡ 屋久杉の
生命そのものが伝わって来ます｡
そのように､ チャペルの時間やこ
の 『桐が谷通信』､ そして ｢建学の
精神｣ についてのテキスト 『知識
のはじめ』 などが聴診器の役割を
果たしてくれて､ 岐阜済美学院の

真髄である ｢建学の精神｣ が皆さんにしっかりと
伝わることを願っています｡
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片桐多恵子先生

創立１００周年シンボルマーク
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����年�月��日 (水)､ 看護学科第�期生の

戴灯式が行われた｡ ｢戴灯式｣ は､ キリスト教徒

であり ｢クリミアの天使｣ といわれたフローレン

ス・ナイチンゲールが､ クリミア戦争 (��	
～	�

年) で看護にあたった際､ 暗い病室にいる傷つい

た兵士たちをロウソクの火のもとに献身的に看護

し見守ったことに由来する｡ やがてそのろうそく

の火は､ 献身､ 隣人愛・人間愛を受け継ぐ ｢看護

の心｣ を表す象徴となり､ ｢いのちの灯火｣ と言

われるようになった｡

この日､ 看護学科�期生はチャペルにて､ この

｢いのちの灯火｣ を受け継ぐ ｢戴灯式｣ を行った｡

そして ｢ナイチンゲール誓詞｣ を唱和して誓いを

立てた｡

学生に ｢今日の誓い｣ はどのようなものであっ

たか聞いた｡ ｢看護師になるための決意を固める｣

｢覚悟をきめる｣ ｢腹をくくる｣ ｢自分と約束する｣

｢方針を決める｣ ｢他者への意思表示である｣ ｢も

う後戻りできない｣ ｢とりあえずやり続ける｣ な

ど､ 意思決定がうかがえる内容であった｡

この日が来るまで､ 学生はそれぞれ授業や課題

の中で迷いや悩みがあったようだが､ チャペルと

いう神聖な場所で今の自分と素直に向き合う事が

でき､ 自分の意思をみつめる良い時間となったよ

うである｡ この ｢誓い｣ こそが､ 看護という大変

な職業に対する情熱や責任感を強くもつために繋

がる力になると思う｡

練習の時は足並みがそろわなかった｡ その理由

は､ セレモニーを成功させることだけに集中して

いたからであろう｡ しかし当日は､ 学生の気持ち

が入った瞬間に ｢いのちの灯火｣ を受け取るため

にふさわしい厳かな動きとなって､ �期生がひと

つとなり､ 感動的な式が生まれたように思う｡ こ

の日の ｢誓い｣ を忘れないで専門職者としての道

を進んでほしい｡

進め！ 看護学科�期生
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フローレンス・ナイチンゲールの言葉
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皆さんは､ ｢����｣ という言葉を耳にしたことがありますか？ レズビ

アン (女性同性愛者)､ ゲイ (男性同性愛者)､ バイセクシュアル (両性愛

者)､ トランスジェンダー (性別越境者) の頭文字に由来し､ 性的少数者

を意味する言葉です｡

昨年���	年
月�
日､ アメリカの連邦最高裁判所は､ 同性婚を認める判断を示し､ これにより事

実上､ 全米で同性婚が合法化されることになりました｡ またわたしたち日本でも���	年�月には､ 東

京都渋谷区で同性パートナー条例が施行され､ 同年�月からは世田谷区で条例によらない ｢同性パート

ナーシップ宣誓｣ の要綱を発表され､ 今年���
年�月�日には､ 三重県伊賀市が同性カップルの公的

証明書発行を始め､ 兵庫県宝塚市や､ 沖縄県那覇市など､ 多くの自治体がこれに続こうとしています｡

これらの出来事は､ わたしたちの世界が����の人権を尊重する方向へ､ 大きく舵を切った出来事と

言えるように思えます｡

しかし､ 同性愛者であるだけで死刑に処せられる国も､ 世界ではまだ多く残っています｡ 日常生活の

中で､ まだまだ����は､ 身近に普通に居る､ とは考えられていません｡ 様々な偏見で､ 毎日辟易
へきえき

する

ことも､ 残念ながら現実です｡

わたしたちの世界が､ 誰もが生命を光輝かせて生きる平和な世界を目指すときに､ 考えていただきた

い����のことを､ 皆さんと分かち合わせていただきたいと思います｡

���	
����

後藤香織 (ごとう・かおり) カミングアウトをして､ 男から女へのトランスジェンダー､ バイセクシュ

アルの司祭です｡ 宮城県仙台市生まれ｡ 東北学院大学法学部卒業､ 聖公会神学院中退｡ 日本聖公会中部

教区総主事｡ 名古屋聖マルコ教会牧師､ 愛知聖ルカ教会牧師｡ ��法人 ｢可児ミッション｣ 理事長｡
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